
モーダルシフト推進事業
様式第1号
申請番号　　　　　　　
令和　年　月　日
モーダルシフト推進事業
補助金交付申請書
神 戸 市 長　宛
	所 在 地
	


	法 人 名
	

	代表者名
	

	種別
	☐荷主企業
☐貨物運送事業者



（振込先口座）
	金融機関名
	
	銀行
	
	支店

	預金種目
	☐ 普通　　☐ 当座　☐ その他（　　　　　　　　　）

	口座番号
	

	口座名義（カナ）
	


（注）口座名義は、補助事業者と同一の名義であること。



標記の事業の補助金について、関係書類を添え、下記のとおり申請します。
記

１．補助金申請額
	　　　　　　　　　　　　円
(すべての航路の補助金申請額の合計)



２．担当者情報
	所在地
	


	法人名
	

	担当部署
	

	担当者名
	

	連絡先
	TEL：

	
	Email：



３．収支予算（見込み）
（１）収入の部
	科　　　目
	決　算　額
	摘　　　要

	補助金
宮崎県補助金
	
	円
	

	自己資金
	
	円
	

	計
	
	円
	



（２）支出の部
	科　　　目
	決　算　額
	摘　　　要

	海上輸送運賃
	
	円
	

	
	
	円
	

	計
	
	円
	


(注)　収支の計は、それぞれ一致する。

４．事業計画の概要
（注）航路が複数ある場合は、航路別に作成してください。
（注）記入欄が不足する場合は、適宜欄を増やして作成してください。
（注）様式１号別紙を合わせて提出してください。

航路（１）
	輸送の概要及び、モーダルシフト推進の概要
	※主な輸送先や輸送経路、モーダルシフト推進の計画や取り組み等





	輸送期間
	※補助対象期間内（令和８年４月１日～令和９年１月31日）で記入
令和　年　月　日～令和　年　月　日

	輸送区間
	港　～　　　港

	利用輸送機関
	

	輸送品目（荷主）
	

	輸送実績
	※前年度に神戸港を活用し，船舶による補助対象貨物輸送を行ったことがあるか
☐ 有     ☐ 無

	補助金申請額
	　　　円



航路（２）
	輸送の概要及び、モーダルシフト推進の概要
	※主な輸送先や輸送経路、モーダルシフト推進の計画や取り組み等





	輸送期間
	令和　年 月　日～令和　年　月　日

	輸送期間
	港　～　　　港

	利用輸送機関
	

	輸送品目（荷主）
	

	輸送実績
	※前年度に神戸港を活用し，船舶による補助対象貨物輸送を行ったことがあるか
☐ 有     ☐ 無

	補助金申請額
	　　　円





５．誓約・承諾事項
本申請にあたり、申請者が以下の全ての条件を満たしていることを誓約します。
また、⑤及び⑥については、事実確認のための警察等関係機関への照会にあたり、代表者や役員等の情報が警察等関係機関に提供される場合があることを承諾します。
（内容を確認のうえ、全ての□にチェック（✓）を付けてください。）

☐ ① 破産法（平成16年法律第75号）に基づく破産手続開始の申立てがなされていない。
☐ ② 会社更生法（平成14年法律第154号）に基づく更生手続開始の申立てがなされていない。
☐ ③ 民事再生法（平成11年法律第225号）に基づく再生手続開始の申立てがなされていない。
☐ ④ 国税及び地方税を滞納していない。
☐ ⑤ 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成3年法律第77号）第2条第2号に規定する暴力団又は同条第6号に規定する暴力団員（以下「暴力団等」という。）が、役員等として又は実質的に、経営に関与している団体でない。
☐ ⑥ 役員等が、暴力団等に金銭的な援助、その他経済的な便宜を図ったことがあるなど、  暴力団等と社会的に非難されるべき関係を有していない。

申請番号　　　　　　　記入例

令和　年　月　日
モーダルシフト推進事業
補助金交付申請書
神 戸 市 長　宛
	所 在 地
	〒○○○-○○○〇
〇〇県○○市○○○

	法 人 名
	○○○○株式会社

	代表者名
	代表取締役社長　○○○○

	種別
	☐荷主企業
貨物運送事業者



（振込先口座）
	金融機関名
	
	銀行
	
	支店

	預金種目
	☐ 普通　　☐ 当座　☐ その他（　　　　　　　　　）

	口座番号
	

	口座名義（カナ）
	


（注）口座名義は、補助事業者と同一の名義であること。



標記の事業の補助金について、関係書類を添え、下記のとおり申請します。
記

１．補助金申請額
	[bookmark: _GoBack]750,000円
(すべての航路の補助金申請額の合計)



２．担当者情報
	所在地
	


	法人名
	

	担当部署
	

	担当者名
	

	連絡先
	TEL：

	
	Email：



３．収支予算（見込み）
（１）収入の部
	科　　　目
	決　算　額
	摘　　　要

	補助金
宮崎県補助金
	750,000
	円
	

	自己資金
	○○○
	円
	

	計
	◆◆◆◆◆
	円
	



（２）支出の部
	科　　　目
	決　算　額
	摘　　　要

	海上輸送運賃
	△△△△
	円
	

	
	
	円
	

	計
	◆◆◆◆◆
	円
	


(注)　収支の計は、それぞれ一致する。

４．事業計画の概要
（注）航路が複数ある場合は、航路別に作成してください。
（注）記入欄が不足する場合は、適宜欄を増やして作成してください。
（注）様式１号別紙を合わせて提出してください。

航路（１）
	輸送の概要及び、モーダルシフト推進の概要
	※主な輸送先や輸送経路、モーダルシフト推進の計画や取り組み等
○○会社○○工場から神戸港までトラックで陸送し、○○港までフェリーで輸送したのち、○○会社○○倉庫にトラックで陸送する。
昨年度は○割フェリーで輸送していたが、今年度は、モーダルシフトを強化し〇割の貨物を輸送する計画。

	輸送期間
	※補助対象期間内（令和８年４月１日～令和９年１月31日）で記入
令和８年４月１日～令和９年１月31日

	輸送期間
	神戸港　～○○港

	利用輸送機関
	○○フェリー

	輸送品目（荷主）
	衣類（○○会社）

	輸送実績
	※前年度に神戸港を活用し，船舶による補助対象貨物輸送を行ったことがあるか
 有     ☐ 無

	補助金申請額
	450,000円



航路（２）
	輸送の概要及び、モーダルシフト推進の概要
	※主な輸送先や輸送経路、モーダルシフト推進の計画や取り組み等
○○工場から○○港までトレーラー（シャーシ）で輸送し、神戸港までフェリーで輸送、その後○○会社○○工場まで輸送する。昨年度までは△△工場向けのみフェリーで輸送していたが、○○工場向けも陸送からフェリーに切り替える。

	輸送期間
	※補助対象期間内（令和８年４月１日～令和９年１月31日）で記入
令和８年４月１日～令和９年１月31日

	輸送区間
	○○港～神戸港

	利用輸送機関
	△△△△フェリー

	輸送品目（荷主）
	工業部品（株式会社□□□）

	輸送実績
	※前年度に神戸港を活用し，船舶による補助対象貨物輸送を行ったことがあるか
☐ 有      無

	補助金申請額
	300,000円




航路（　）記入欄が不足する場合は、
適宜増やして記入してください


	輸送の概要及び、モーダルシフト推進の概要
	※主な輸送先や輸送経路、モーダルシフト推進の計画や取り組み等




	輸送期間
	※補助対象期間内（令和８年４月１日～令和９年１月31日）で記入
令和　年　月　日～令和　年　月　日

	輸送区間
	港　～　　　港

	利用輸送機関
	

	輸送品目（荷主）
	

	輸送実績
	※前年度に神戸港を活用し，船舶による補助対象貨物輸送を行ったことがあるか
☐ 有     ☐ 無

	補助金申請額
	　　　円



５．誓約・承諾事項
本申請にあたり、申請者が以下の全ての条件を満たしていることを誓約します。
また、⑤及び⑥については、事実確認のための警察等関係機関への照会にあたり、代表者や役員等の情報が警察等関係機関に提供される場合があることを承諾します。
（内容を確認のうえ、全ての□にチェック（✓）を付けてください。）

☐ ① 破産法（平成16年法律第75号）に基づく破産手続開始の申立てがなされていない。
☐ ② 会社更生法（平成14年法律第154号）に基づく更生手続開始の申立てがなされていない。
☐ ③ 民事再生法（平成11年法律第225号）に基づく再生手続開始の申立てがなされていない。
☐ ④ 国税及び地方税を滞納していない。
☐ ⑤ 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成3年法律第77号）第2条第2号に規定する暴力団又は同条第6号に規定する暴力団員（以下「暴力団等」という。）が、役員等として又は実質的に、経営に関与している団体でない。
☐ ⑥ 役員等が、暴力団等に金銭的な援助、その他経済的な便宜を図ったことがあるなど、  暴力団等と社会的に非難されるべき関係を有していない。
